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川
口
昭
一
さ
ん

が
新
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
陣
容
が

決
り
、
力
強
い
ス

タ
ッ
フ
が
確
立
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、
す
で
に
、
４

月
７
日
、
演
芸
発
表
会
を
か

わ
き
り
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
、
県
外
研
修
旅

行
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
第
１

回
大
会
、
こ
と
ぶ
き
研
修
会

な
ど
、
新
年
度
の
意
欲
的
な

事
業
の
展
開
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
起
ち
上
げ
」
で
す
。
一

瞬
に
し
て
多
く
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
共

に
、
当
方
の
知
ら
せ
た
い
こ

と
が
い
と
も
簡
単
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
苦
手
意
識

の
あ
る
会
員
も
ま
だ
多
い
と

思
い
ま
す
が
何
事
も
挑
戦
で

す
。

　
会
報
こ
と
ぶ
き
号
も
こ
ん

な
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
も

う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
を
た
く
ま
し

く
生
き
る
た
め
に
〝
情
報
処

理
能
力
〞
を
高
め
、
生
き
が

い
に
満
ち
た
日
々
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

（
遠
藤
量
）
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平
成
29
年
度
の
境
港
市
こ
と
ぶ
き
連
合
会
の
評
議
員
会
（
総
会
）
は
、

去
る
４
月
21
日
、
市
民
会
館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
先
き
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
前
会
長
の
門
脇
眞
澄
さ
ん
及
び
先

輩
物
故
会
員
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
全
出
席
者
が
黙
祷
を
俸
げ
ま
し
た
。

　
渡
部
靖
郎
さ
ん
（
渡
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
の
前
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
は
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
号
議
案
の
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
を
沼
澤
義
信
会
長
代
行
が

総
括
提
案
、
各
専
門
委
員
会
委
員
長
が
各
々
に
提
案
説
明
を
い
た
し
ま

し
た
。
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
湯
越
会
計
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
、
議

長
諮
り
、
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
第
３
号
議
案
・
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
沼
澤
会
長
代
行
か

ら
選
出
方
法
の
経
緯
と
後
任
人
事
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
長
・
副
会
長
・
監
事
は
本
会
の
規
約
に
基
づ
い
て
、
予
め
理
事
会

に
お
い
て
選
出
し
て
、
評
議
員
会
で
最
終
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
沼
澤
会
長
代
行
か
ら
理
事
会
決
定
の
経
過
報
告
と
提
案
が
あ
り
、
議

長
諮
り
、
満
場
一
致
で
選
出
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
会
長
以
下
、
選
任
さ
れ
た
各
氏
が
前
方
に
出
て
、
新
し
く
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
川
口
昭
一
さ
ん
が
、
力
強
く
就
任
挨
拶
と
決
意
表
明

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
渋
谷
博
子
副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
し
て
評
議
員
会
は
、
午
後
４
時

10
分
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
中
で
、
常
に

注
目
を
浴
び
て
い
る
境
港
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
、
重
責
を
感
じ
る
と
共
に
故
門
脇
眞
澄

前
会
長
が
在
籍
中
に
培
わ
れ
た
良
き
伝
統
と
組
織
を
会
員

皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
て
益
々
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
待
望
の
わ
が
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
を
皆
様
に
い
ち
早
く
お
知

ら
せ
す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
今
年
は
会
員
増
強
運
動
期
間
の
３
年
目
に
入
り
ま
し

た
。残
念
な
が
ら
昨
年
度
は
現
状
維
持
と
な
り
ま
し
た
が
、

全
国
的
に
会
員
減
少
の
中
こ
の
結
果
は
皆
さ
ん
が
努
力
し

た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
仲
間
を
増

や
す
努
力
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
２
回
目
と
な

る
傾
聴
講
演
会
を
今
年
も
開
催
し
て
、
相
手
の
気
持
ち
に

心
を
傾
け
て
話
を
聞
く
手
法
を
多
く
の
人
に
学
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
軽
度
生
活
支

援
事
業
の
実
施
が
始
ま
り
ま
す
。
先
ず
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
境
港
市
と
市
社
協
が
主
体
と
な
っ
て
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
市
寿
連
と
し
て
も
他
の
関
係
福
祉
団
体
と
共
に

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
各
単
位
ク
ラ
ブ

も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ
て
協
力
し
て
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
、
健
康
で
元
気
に

生
き
が
い
を
感
じ
る「
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

を
創
り
継
承
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　市寿連は、全国三大運動である「健康」「友愛」「奉仕」の活動や、これまでの取り

組みの成果を踏まえ、市寿連会員はもとより全ての高齢者が、本格的に到来する高齢

社会を健康で、明るく、活力あるものにするため、地域の先頭に立って、地域支え合い

活動など、公益性の高い諸活動に主体的に取り組んで行きます。

　全老連が主唱する、老人クラブ「100万人の会員増強運動」、県老連が主唱する

「8,000人の会員増強運動」に連動し、市寿連でも平成31年度までに、400人の会員

増加を目指した取り組みを、引き続き推進します。

基本方針
（概略）

１. 会員の加入促進活動とホームページの活用

　平成26年４月１日現在の会員数2,562人を、平成31年４月１日までの５年間で400

人純増し、総会員数2,960人を目標とした活動を推進します。

　また、若手会員の加入促進及び市寿連活動の情報発信に、努め、ホームページ

を開設します。

２. 傾聴講演会の開催

　市寿連では、地域貢献活動の一環として市長寿社会課、市社協と共催し「傾聴

講演会」を開催します。

３. 軽度生活支援事業の実施

　介護保険制度の改定により、市町村は平成27年度から３年の間に、要支援者に

対して独自の新たな地域支援事業に取り組み、対応していくことになっています。

　そこで、市寿連がこれまで行ってきた支え合い活動から、さらに一歩踏み込んで

現役時代の能力を活かし、日常生活に不自由している高齢者や障がいを持つ方な

どへの軽度な生活支援事業を行います。

重点目標

平成29年度事業計画（抄）

新三役 渡部評議員会議長

来賓・中村市長 川口会長

平
成
29
年
度 

事
業
計
画・収
支
予
算
決
ま
る

連
合
会
長
に
川
口
昭
一
さ
ん 

副
会
長 

鷦
鷯
さ
ん
・
渋
谷
さ
ん

¦ 

主
要
事
業
決
ま
る 

一
般
会
計
３
３
４
０
千
円 

¦

ご
あ
い
さ
つ

会
長  

川
口
昭
一

評議員会（平成29年4月21日）
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　市寿連は、全国三大運動である「健康」「友愛」「奉仕」の活動や、これまでの取り

組みの成果を踏まえ、市寿連会員はもとより全ての高齢者が、本格的に到来する高齢

社会を健康で、明るく、活力あるものにするため、地域の先頭に立って、地域支え合い
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「8,000人の会員増強運動」に連動し、市寿連でも平成31年度までに、400人の会員

増加を目指した取り組みを、引き続き推進します。
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どへの軽度な生活支援事業を行います。
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境港市ことぶきクラブ連合会

合同グラウンドゴルフ大会
境港市交通安全協会

　
五
月
十
九
日
に
、
境
港
市

民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
て
中
村

市
長
・
保
田
警
察
署
長
・
奈

良
井
交
通
安
全
協
会
長
を
招

き
晴
天
の
下
で
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
二
四
四
名

の
参
加
者
が
四
二
チ
ー
ム
に

分
れ
、
皆
さ
ん
日
頃
の
腰
痛

も
忘
れ
好
成
績
を
目
指
し
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
A
コ
ー
ト
は
整

備
状
況
の
良
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
、B
コ
ー
ト
は
草
む
ら
と
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
異
な
る

コ
ー
ト
で
参
加
の
皆
さ
ん
は

苦
労
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
A
・

B
コ
ー
ト
も
芝
生
化
工
事
が

七
月
よ
り
始
ま
る
予
定
で
、

来
年
の
大
会
で
は
皆
さ
ん
の

実
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

優　

勝 

矢
間
敏
二 

32
点 

（
渡
）

準
優
勝 

松
本
正
樹 

35
点 

（
財
ノ
木
）

三　

位 

平
木
勝
行 

35
点 

（
外
江
）

四
　
位 

中
村
正
之 

36
点 （
中
野
）

五
　
位 

石
井
国
繁 

36
点 （
誠
道
）

六
　
位 

八
旗
密
雄 

37
点 （
誠
道
）

七
　
位 

金
津
善
九
郎 

38
点 （
外
江
）

八
　
位 

足
原
　
荘 

38
点 （
竹
内
）

九
　
位 

佐
々
木
み
ど
り 

38
点 （
高
松
）

十
　
位 

松
本
廣
治 

38
点 （
渡
）

（
記
・
健
康
委
員
長
　
足
立
勝
也
）

平成29年度 境港市ことぶきクラブ連合会予算

１ 会　　費

２ 市 補 助 費

３ 社 協 補 助 金

４ 協 賛 広 告 費

５ 雑　収　入

６ 繰　越　金

　　  合　　　計

前年度予算額 今年度予算額 増　　減

前年度予算額 今年度予算額 増　　減

項　　  目

項　　  目

794,100

1,679,290

50,000

0

75,500

479,797

3,078,687

795,000

1,729,500

50,000

0

155,100

610,717

3,340,317

900

50,210

0

0

79,600

130,920

261,630

（単位円）

421,880

2,462,000

270,000

425,000

250,000

460,000

814,000

20,000

78,000

145,000

193,807

1,000

3,078,687

496,000

2,586,000

308,000

470,000

255,000

460,000

830,000

15,000

78,000

170,000

208,317

50,000

3,340,317

74.120

124,000

38,000

45,000

5,000

0

16,000

5,000

0

25,000

14,510

49,000

261,630

〈収入の部〉

〈支出の部〉

収入について

会費収入
300円×2,650人

（前年度実績人数）
=795,000円

雑収入の主なもの
傾聴講演会 80,000円

市補助
補助金 379,500円
特別事業費

1,350,000円

県老連助成金 45,000円

1,729,500円

支出について

※この外に、特別会計（一般積立金・災害積立金）があります。

健康委員会
シャフルボード大会
　　　　　　新規計上

１ 運　営　費

２ 事　業　費

総務委員会

健康委員会

広報委員会

文化委員会

女性委員会

旅行委員会

若手委員会

傾聴委員会

３ 予　備　費

４ 繰　出　金

　　  合　　　計

敬
称
省
略

ベスト３ 優勝  矢間さん（中央）、準優勝  松本さん（右
側）、３位  平木さん（左側）

大
会
始
球
式
　
左
か
ら
　
中
村
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
田
署
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
井
協
会
長
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　会報「ことぶき」第45号をお届けします。新年度も各専門委員会の意欲的
な取り組みが始まっています。単位クラブにおいても同様ですね。

　この号は、評議員会の状況報告と活動方針、事業計画と予算を大きく載せました。
　市寿連の全体を見て、具体的な活動展開に結びつけていただくと有難いです。 （広報委員会）

編 集 後 記

　
市
寿
連
の
平
成
29
年
度
ス
タ
ー

ト
事
業
と
し
て
「
演
芸
発
表
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
と
ぶ
き
ク
ラ

ブ
の
平
素
の
活
動
の
な
か
で
も
粋

な
取
り
組
み
と
し
て
「
踊
り
」
が

あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

は
、
発
表
の
場
を
求
め
て
あ
ち
こ

ち
へ
〝
転
戦
〞
で
す
。
期
待
し
て

お
待
ち
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

平
成
29
年
４
月
７
日
の
佳
日
を
選

ん
で
、
場
所
は
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ

ホ
ー
ル
で
す
。
見
る
人
、
踊
る
人

と
一
体
と
な
っ
て
に
ぎ
や
か

な
、
和
や
か
な
「
演
芸
発
表

会
」
で
し
た
。
市
寿
連
、
新

年
度
の
好
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
載

し
ま
す
。

【
演
芸
発
表
順
】

１ 

踊
り
「
目
ん
な
い
千
鳥
」

（
竹
内
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）

２ 

踊
り

　「
中
野
町
音
頭
」〈
銭
太
鼓
〉

（
中
野
町
老
壮
ク
ラ
ブ
）

３ 

踊
り
「
夜
桜
お
七
」

（
外
江
明
生
会
連
合
会
）

４ 

踊
り

　「
あ
ん
こ
椿
は
恋
の
花
」

（
渡
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）

５ 

踊
り
「
花
笠
音
頭
」

（
高
松
町
老
壮
ク
ラ
ブ
）

６ 
踊
り
「
皆
生
温
泉
音
頭
」

（
中
浜
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）

７ 
踊
り
「
人
生
め
で
た
音
頭
」

（
上
道
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
）

最
後
は
、
来
場
者
・
出
演
者
・
こ

と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
全
員
で

「
鬼
太
郎
音
頭
」
を
一
緒
に
踊
り
ま

し
た
。

（
記
・
文
化
委
員
長
　
里
見
信
夫
）

演
芸
発
表
会

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

 



























　インターネットで【ことぶきクラブ連合会】を検索してく
ださい。４枚の写真のスライドショーと連合会のお知ら
せ、クラブのお知らせ、委員会の実施報告が表記され
ます。一番上の項目に連合会とは、活動状況等が列
記されていますので、検索してそちらもご覧ください。
意見、感想、提案等がございましたら、事務局にお知
らせください。よりよいホームページにしましょう。

http://www.kotobuki-club.org/
ホームページアドレス

ホームページ開設

６
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

　
平
成
23
年
か
ら
６
年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
て
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
事
は
司
葉
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
創

立
50
周
年
記
念
事
業
で
す
。
半
世
紀
に
一
度
の
行
事
に
携

わ
る
事
が
で
き
大
変
光
栄
で
し
た
。
二
番
目
は
活
動
す
る

事
や
参
加
す
る
事
は
健
康
に
繋
が
っ
て
い
る
事
を
み
な
さ

ん
自
身
か
ら
学
ん
だ
事
で
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
益
々

お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
く
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
担
当
に
な
り
ま
し
た

　
私
、
渡
邊
礼
子
は
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
こ
と
ぶ
き
ク

ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
補
助
と
し
て
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
も
と
よ
り
若
輩
・
未
熟
で
、
経
験
も
浅
く
、
身
に
余

る
重
責
で
す
が
、
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
、
障
が
い
児
（
者
）

育
成
会
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
そ
し
て
精
神
障
害
者

家
族
会
な
ど
の
４
福
祉
団
体
の
発
展
、
繁
栄
の
た
め
職
務

に
専
心
努
力
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ

前
任
者
同
様
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご あ い さ つ
前事務局担当

志賀智子
新事務局担当

渡邊礼子

 




























































竹内ことぶきクラブの踊り




